
                                    

 

 

 

 

 

 

令和６年度 
 

事 業 報 告 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

自：令和 ６年 ４月 １日 

至：令和 ７年 ３月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県仙台市泉区上谷刈字向原３番地の３０ 

 

社会福祉法人 やまとみらい福祉会 

理事長 早坂 了悦 

 

 

 



                                         

2 

本部 事業実績報告 

社会福祉法人やまとみらい福祉会は、法人開設より１４期を終えた。社会福祉を標榜する法人として、地域の福

祉ニーズに応えるべく果敢に挑戦を繰り返しているが、何より利用者、家族、職員、地域にとって望まれるサービス

や支援、法人の在り方を常に念頭に置き、事業実施に努めてきた。 

令和６年度は事業計画に基づき、事業目標管理の徹底、人事評価制度の推進、業務基準書の運用等、組織の

基盤整備を軸とした事業運営に注力した。 

いずれの事業も、地域に望まれ、そのニーズに即した事業を今後も継続していく。人材の確保、育成、定着等の

諸課題や、感染症、災害等の影響も懸念されるが、あらゆるリスクを想定し、堅実で着実な歩みを進めていく。 

 

[社会福祉法人やまとみらい福祉会運営事業] 

令和６年度に実施した運営事業は以下のとおり 

・第 1種社会福祉事業 

   特別養護老人ホーム抱優館八乙女(長期入所事業) 

   地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東(長期入所事業) 

・第 2種社会福祉事業 

   特別養護老人ホーム抱優館八乙女((介護予防)短期入所生活介護事業) 

   地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東((介護予防)短期入所生活介護事業) 

   ヘルパーステーション東雲(老人居宅介護等事業) 

   ホームヘルパーステーション東雲(居宅介護事業／障害者) 

やまとみらい八乙女保育園(小規模保育事業) 

やまとみらい南光台東保育園(認可保育園） 

   オルタ八乙女(障害福祉サービス／自立訓練、就労移行支援、就労定着支援) 

   ワインフォレスト七ツ森(障害福祉サービス／就労継続支援（Ｂ型)） 

・公益事業 

   ケアプランセンター抱優(居宅介護支援事業) 

   ケアプランセンター東雲(居宅介護支援事業) 

   サービス付き高齢者向け住宅東雲（サービス付き高齢者向け住宅） 

・収益事業 

   不動産賃貸業 

   太陽光発電による売電事業 

 

[各種外部研修・行政等主催研修参加状況] 

日時 研修名 参加者 主催 

5/15 令和６年度 人材確保・定着セミナー 事務員 宮城県社会福祉協議会 

6/13 
令和６年度 仙台市社会福祉法人  

施設職員研修「労務管理研修」 
事務員 仙台市老人福祉施設協議会 

6/14 社会福祉施設事務担当職員研修 事務員 仙台市老人福祉施設協議会 

12/3 改正育児・介護休業法等説明会 事務員 宮城労働局 

1/22 人材確保支援セミナー 事務員 ハローワーク仙台 
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特別養護老人ホーム抱優館八乙女 事業実績報告 

令和 6 年度は「調理業務の自営化に伴う安心安全な食事の提供」「人材確保に向けた取り組み」「新規入居

者の受入れ体制と年間を通じた安定運営」「リピート利用者、新規利用者の増加を図る取組み」の４つを重点項

目として、業務執行に努めた。 

 

1.調理業務の自営化に伴う安心安全な食事の提供 

令和５年度より準備を進め、４月１日より調理業務の自営化を開始した。給食業務を委託していた日清医療

食品の社員数名が職員として残り、新たな職員確保に奔走することなくスムーズに業務を移行することができ

た。また、以前は委託業者側で準備した食材での提供であったが、食材の仕入れ業者や食材の選定を自社で

行うことができるため、食材の品質向上や見積合わせによる食材経費の削減に努めた。何より自営化したこと

により、利用者様から食事に対する満足度が上がっている。 

2.人材確保に向けた取り組み 

介護現場における業務を、専門知識や技術を必要とする「身体介護業務」と、施設内の清掃・食事準備など

の「介護助手業務」に分類し、業務の分業化を図った。３月末時点で「介護助手」として採用した職員は ９名お

り、おおむね各ユニットに配置することができ、介護職員の業務負担軽減に貢献することができている。 

3.新規入居者の受入れ体制と年間を通じた安定運営 

長期入居は年間の目標稼働率 95％に対し、90.9％であった。令和６年度に施設を退居された方は２４名、

入居された方は２１名であり、前年度の稼働率を大きく下回り年間を通じた安定運営という目標には程遠い結

果となった。要因として、入居までのプロセスに時間がかかりすぎており、入居可能な方をすべて受け入れてい

るとは言い難い状況となっていたことがある。年明けからは、入居申込みから実態調査、月１回の入居判定会ま

でのプロセスを見直し、入居判定会の開催頻度を月１回という制限をせず即実施することで、申込みから入居

までの時間を圧縮する体制の構築に努めた。 

4.リピート利用者、新規利用者の増加を図る取組み 

ショートステイは年間の目標稼働率 90%に対し、67.3%であった。コロナ感染による受け入れ制限の長期

化や職員不足により、一時的に利用受け入れを縮小する事態となったことが前年度の利用数を大幅に下回っ

た要因となっている。 

利用者の受入れ体制の構築については、年度途中から担当係長にショートステイのユニットリーダー業務を

兼務させ、介護職員の業務内容の見直しと再構築を行っている。リピーター獲得に向けた取り組みとしては、総

務と連携し、法人ホームページで毎月の行事報告の掲載をルーチン化し、施設の取り組みの見える化を図った。

また、3 月には新たに生活相談員が入職し、長期入居、ショートステイ各１名の職員体制による運営を開始して

いる。それにより、長期、ショートともに、よりスムーズな入居調整が可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 



                                         

4 

令和６年度利用実績 

[長期入居利用実績] 全 80室 

 平均入居者 72.7名 稼働率 90.9％ 

月 平均利用者数 稼働率 月 平均利用者数 稼働率 

4月 73.8名 92.3％ 10月 72.8名 91.0％ 

5月 73.2名 91.5％ 11月 73.8名 92.3％ 

6月 73.4名 91.8％ 12月 72.0名 90.0％ 

7月 74.6名 93.3％ 1月 70.6名 88.3％ 

8月 74.3名 92.9％ 2月 70.3名 87.9％ 

9月 73.8名 92.3％ 3月 69.3名 86.6％ 

 

[ショートステイ利用実績] 全 20室 

平均月延べ利用者数  409名  稼働率 67.3％ 

月 延べ利用者数 稼働率 月 延べ利用者数 稼働率 

4月 494名 82.3％ 10月 421名 67.9％ 

5月 459名 74.0％ 11月 420名 70.0％ 

6月 391名 65.2％ 12月 494名 79.7％ 

7月 261名 42.1％ 1月 524名 84.5％ 

8月 268名 43.2％ 2月 438名 78.2％ 

9月 280名 46.7％ 3月 458名 73.9％ 

 

 

抱優館八乙女各種委員会活動報告 

●リスクマネジメント委員会 

［構成メンバー］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

［開催実績］ 

 計１１回（毎月第２火曜日） ※10月は感染対応により実施せず 

［本年度の取り組み］ 

・事故防止につなげるためのヒヤリハットの正しい記載と活用 

  ・前月のユニットでの事故・ヒヤリハット・誤薬事故の振り返り 

  ・法定研修 

第１回 「マニュアルの確認と緊急時の対応の読み合わせ」 7月実施 

第２回 「窒息予防の動画視聴とヒヤリ、事故報告書の書き方」 １月実施 

［振り返り］ 

毎月の委員会時に事故について振り返りを行い、状況を再確認することができた。また、各ユニットでヒヤリハッ

ト報告が増え、作成が習慣づいてきたと感じる。今後はユニットごとに事故防止についての対策を具体的に考えて

いきたい。 

第 1回研修ではマニュアルの確認、緊急時の対応の読み合わせを行った。2回目の研修では窒息予防の動

画視聴を行い、食事前の体操、食事介助の注意点やポイントを確認することができた。 
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●感染症予防対策委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員、総務

職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第２木曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・面会制限の緩和について 

  ・入居者の嘔吐時の対応について 

・手指消毒やマスクの着用、換気、手摺り等の消毒、使用した吸入瓶の破棄について 

  ・コロナ感染症発生時の対応と実践、必要物品の確認 

・職員の体調管理の徹底 

・法定研修 

第１回 「食中毒予防研修」  5月実施 

第２回 「福祉施設における感染対策（講話とガウンテクニックの実践）」 １１月実施 

［振り返り］ 

今年度は、施設内で職員及び入居者のコロナ感染が複数回発生する状況となった。コロナ感染症が 5類

になって以降、実際の対応方法に疑問点があったが、感染時の入居者の状態に合わせた対応マニュアルを

作成し、全職員で内容の周知を徹底することで、対応を速やかに行うことができた。 

職員に咳や喉の痛みがあった際は自ら抗原検査を行い、換気、手指消毒等を徹底するという意識が定着

し、感染対策が各自できるようになってきている。今後も感染予防と早期対応に務める。 

 

 

●身体拘束廃止・ケア向上委員会 

［構成メンバ－］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第３木曜日） 

［本年度の取り組み］   

  ・身体拘束廃止マニュアルおよび接遇マナーの確認 

・スピーチロックの言い換えについて 

・各ユニットでの身体拘束の状況の把握 

  ・グレーゾーンに関する事例検討の実施 

・法定研修 

    第１回研修 「身体拘束ゼロへの手引き、接遇マナーに関するセルフチェック」 6月実施 

    第２回研修 「グループワークによる事例検討、スピーチロックの言い換え」 １２月実施 

［振り返り］ 

目標として「身体拘束ゼロに努める」「お互いがお互いを注意しあえる環境を作る」の 2つを掲げ取り組んだ。

本年度も身体拘束ゼロで終えることができたが、身体拘束につながるかもしれないグレーゾーンが潜んでいるこ



                                         

6 

とを意識した。「お互いがお互いを注意しあえる環境を作る」については、職員同士の関係性によって、うまく成り

立っている部分と気になっても言葉にできない部分の事例があり、今後、風通しの良い職場をどのように作ってい

くか考えることが必要となる。 

年 2回の法定研修では、1回目は身体拘束についての認識について、2回目は実際に現場で困っていること

について事例検討を行った。グループワークでは活発に意見交換が行われ、さまざまな考え方を共有することがで

きた。普段の業務の中で忘れがちな「身体拘束とは」「不適切なケアとは」という基本的事項を繰り返し委員会で

取り上げ、今後も発信していきたい。  

 

 

●虐待防止委員会 

［構成メンバ－］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第４火曜日） 

［本年度の取り組み］   

・介護の PDCAサイクルを軸とした職員全体での適切なケアの実施 

・入居者様・利用者様の尊厳・尊重を常に配慮し、未然に防ぐ 

・風通しの良い職番づくりでチームワークを向上させ、より良い職場環境を形成する 

・法定研修 

    第１回  「虐待はなぜ起こるのか、介護施設での虐待の主な原因」 ８月実施 

    第２回  「グループワークによる事例検討」 ３月実施 

［振り返り］ 

前年度の反省から、法定研修の参加率を上げることを課題としていたが、職員の人数が不足していることもあ

り、現場を離れることが困難なユニットが多かった。委員会の活動として、虐待防止の意識づけを目的としたポスタ

ーを作成し、ユニットごとに職員の目に入りやすい位置に掲示したが、意識する人もあればそうではない人もいた。    

虐待防止・リスクマネジメント・身体拘束はリンクする部分が多いため、来年度は委員会の枠を超えた研修等を

検討したい。 

 

 

●栄養管理委員会 

［構成メンバー］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員、 

厨房栄養士 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第４木曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・毎月の行事食の立案と実施および反省 

・直営化後のメニュー及び提供内容、嗜好調査について 

・衛生管理、食中毒情報、入居者の手洗い状況について 
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・配膳、介助方法について 

・水分補給、トロミ剤、栄養補助食品の検討 

・異物混入事例について 

・コロナ感染対応策について 

［振り返り］ 

今年度は毎月、入居者利用者の手洗い状況の確認を行った。アルコール消毒のみというケースが多いが、以前

よりも徐々に定着してきている。また、感染症予防対策委員会とは別に食中毒情報も随時発信し注意喚起を行っ

た。委員からユニットへ周知や啓蒙活動を行い、食中毒予防の意識をより高く持てるよう重点的に活動した。 

行事食については、年度初めは直営化への切り替えの時期で実施できず、前年度よりも少なくなってしまった。

しかしながら、委員の中からは直営化により食事が良くなったという意見が多くあり、調理員のモチベーションアッ

プにもつながっている。来年度は行事食の工夫、栄補食品の変更、衛生管理の徹底を柱に、より入居者の意見を

吸い上げられる活動を行いたい。 

 

 

●排泄・褥瘡予防委員会 

［構成メンバー］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、支援員、看護師、   

介護職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第３火曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・排泄の基礎知識や技術を身に着け排泄ケアのプロとして活動ができ、排泄用品の管理や個別の排泄支援に

関する検討の相談窓口となる各階１名の担当者を育成 

・排泄マスター研修会の実施（2か月に１回  計 6回） 

［振り返り］ 

各ユニットのチーム力底上げのため、ユニ・チャーム様のご協力を得て排泄マスター研修会を行った。一年前よ

りも基礎知識や技術の向上に活かされている印象があり、メンバーのレベルアップにつながっていると感じる面も

多かった。 

全体としては、大きなスキントラブルもなく、委員を中心とし個別の排泄ケアについて考え支援することへの意識

を保つことができた。今後は、医療的視点からの学びや、ポジショニング体験なども含め知識と経験を増やし、要

介護者が快適に生活できるように皮膚状態を保てるケアの維持向上を目指し取り組んでいきたい。また、今年度

得た学びを活かし、委員会内で復習する機会を作り排泄ケアの底上げを図っていきたい。 

 

 

 

●行事企画・広報委員会 

［構成メンバー］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員、  

支援員、総務職員 
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［開催実績］ 

 計１２回（毎月第１木曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・五月人形設置（５月）   ・七夕飾り（７月）   ・納涼祭（８月）   ・敬老会（９月）  ・ハロウィン秋祭り（１０月）  

 ・クリスマス会（１２月）   ・ひな祭り行事（３月）   ・ニュースレターの発行（９月、３月） 

［振り返り］ 

けが等も無く年間行事を無事に成功させることができた。参加される入居者、ご家族や職員が共に、ひと時でも

楽しい、嬉しい、と思ってもらえる時間を提供し、たくさんの笑顔を見ることができた。 

納涼祭については、1階の空調が故障のため全て使えなくなり、予定していたアトラクションを延期し屋台のみ

行った。暑さもあり天候も不安定となり慎重な運営を強いられることとなったため、来年以降は開催時期について

検討したい。また、コロナ感染対応等により簡素化して実施した行事や、準備不足によりニュースレターの進捗に

遅れが生じるなど、反省点も残った。次年度は職員間の連携を強化し早めの段取りを組み、より有意義な行事と

なるよう取り組んでいきたい。 

 

 

●防災対策・安全衛生委員会報告書 

［構成メンバー］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員、  

支援員、総務職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第１火曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・緊急連絡網訓練の実施（5月） 

・避難訓練（自主訓練）の実施（１０月） 

・炊き出し訓練の実施（１２月） 

・施設内の 4Sチェックの実施（奇数月） 

［振り返り］ 

緊急連絡網訓練については、最終報告時に施設長へ電話が集中してしまう状況となったため、連絡網の構成

を見直し、再度作成する。 

避難訓練については年に 2回行う予定だったが、3月はコロナ感染症発生のため実施できなかった。また、実

施時は放送を聞かずに動いてしまう職員が多く見られた。今後は年に 2回の訓練実施とユニットミーティング等

での周知を徹底したい。 

炊き出し訓練については、缶詰をカレーに調理したうえで提供し、入居者・利用者に好評だった。ただし、お粥の

方に提供する際は、離水しないようにする等の工夫が必要となった。職員の動きに関してはスムーズに行えており、

大きな問題が発生することなく実施できた。 

安全衛生では、奇数月に 4Sチェックを実施し、ユニット内の整理整頓に対する職員の意識が向上した。また、

ストレスチェック実施の際、周知文書を柔らかい表現に変えたところ、提出する職員が大幅に増えた。今後も、より

職員が当事者意識を持ち参画できるよう資料等の表現を工夫していきたい。 
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[各種外部研修・行政等主催研修参加状況]  

日時 研修名 参加者 主催 

6/27 令和６年度 給食施設事例発表研修会 管理栄養士 仙台市保健所 

6/16～1/15 

現場で遭遇しそうなトラブル対応セミナー 

①窒息が起きた時の対応 
介護員 東北大学クリニカル・スキルラボ 

現場で遭遇しそうなトラブル対応セミナー 

②転んで頭を打った人の観察方法 
介護員 東北大学クリニカル・スキルラボ 

現場で遭遇しそうなトラブル対応セミナー 

③なるほど！一時救命処置 
介護員 東北大学クリニカル・スキルラボ 

現場で遭遇しそうなトラブル対応セミナー 

④痙攣が起きた時の対応方法 
介護員 東北大学クリニカル・スキルラボ 

現場で遭遇しそうなトラブル対応セミナー 

⑤シミュレーションで学ぶ！脳卒中 
介護員 東北大学クリニカル・スキルラボ 

8/20 
令和６年度第一回仙台市老人福祉施設協

議会泉支部 防災（BCP)訓練 

介護支援係長 

事務員 
仙台市老人福祉施設協議会 

10/9 
令和６年度「介護技術ステップアップ講習

会」 
介護員 

社会福祉法人 

宮城県社会福祉協議会 

10/18 
認知症ケアの理解と実践Ⅱ 

～生きててよかったを支える仕事～ 
介護員 

一般社団法人 

宮城県介護福祉士会 

11/15 産業保健研修 事務員 
独立行政法人 

労働者健康安全機構 

11/26 2024年 看護職の為のユニットケア研修 看護師 
一般社団法人 

日本ユニットケア推進センター 

12/23 令和６年度「看護職員研修」 看護師 宮城県老人福祉施設協議会 

12/23 

1/10 

実践事例から学ぶ介護実践Ⅱ 

～全２日間・個別受講～ 
介護員 

一般社団法人 

宮城県介護福祉士会 

1/14 令和６年度「看護職員研修」 看護師 宮城県老人福祉施設協議会 

1/20 令和６年度「看護職員研修」 看護師 宮城県老人福祉施設協議会 

3/3 令和６年度宮城県中堅職員研修・交流会 介護員 
一般社団法人 

宮城県介護福祉士会 

3/14 東北ブロック感染対策研修会 看護師 
一般社団法人 

日本環境感染学会 
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内部研修報告 
開催日 研修名 内容 

4/1～22 新入職員研修 

ビジネスマナー、就業規則、食中毒予防、認知症ケア、身体

拘束について、高齢者の疾患について、感染症対策、ユニ

ットケアの考え方、リスクマネジメントについて等 

5/9、5/23 感染症予防対策研修① 食中毒予防、衛生管理 

6/12、６/20 身体拘束廃止研修① 身体拘束ゼロに向けての取り組み 

7/9、7/17、7/24 リスクマネジメント研修① マニュアル確認、緊急時の対応 

8/5、8/19、8/30 虐待防止・ケア向上研修① 虐待の定義５つの確認、バイステックの 7原則 

9/11 看取り研修 施設での看取りとは（講師：髙木医師） 

10/23、10/25 救命救急講習会 人型模型を使用した救命救急 

11/14、11/18 感染予防対策研修② 福祉施設における感染対策 

12/11、12/19 身体拘束廃止研修② 事例検討 

1/8、1/14、1/22 リスクマネジメント研修② 窒息予防、ヒヤリ・事故報告書の書き方 

3/5、3/12 虐待防止・ケア向上研修② 支援における職員のストレス、感情コントロールについて 
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地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東 事業実績報告 

令和６年度は「調理業務の自営化に伴う安心安全な食事の提供」「新規入居者の受入れ体制と年間を通じた

安定運営」「リピート利用者の増加を図る取組み」「自主管理意識の醸成」の４つを重点項目として、業務執行に

努めた。 

 

1.調理業務の自営化に伴う安心安全な食事の提供 

調理業務を自営化し３期目を終えた。メインの調理師が年度途中で離職し、一時的に職員不足となり業務負

担が増えたが、抱優館八乙女の厨房を自営化したことにより、両施設間での応援体制の構築と情報共有が活

発に行われ、思わぬところで本体施設とサテライト施設との連携が図れた形となった。昨今の食材料費の高騰

についても、価格が大きく変動する食材については都度代替品で提供し、コストの安定を図った。 

2.新規入居者の受入れ体制と年間を通じた安定運営 

長期入居は年間の目標稼働率 95％に対し、93.5％であった。開所年度を除いた令和元年度からの６年間

で入退居が最も多く、退居された方は９名、入居された方は１０名であった。今年度は、入居までのプロセスがシ

ョートステイを利用してから長期入居に移行するというケースのみであったため、外部からの直接入居など、間

口を広げた受け入れ態勢の構築を進める。 

3.リピート利用者、新規利用者の増加を図る取組み 

ショートステイは年間の目標稼働率 90%に対し、101.6%であった。空床利用の活用もあり、１００％を超え

る結果となった。ロング利用者の確保に努めた相談調整力と、緊急受け入れにも臆せず協力的に対応した各職

種の努力の表れといえる。 

４.自主管理意識の醸成 

担当課長を中心に、施設としての課題の早期把握に努め、解決策の立案、実行、振り返りと改善のプロセス

について主体性を持って取り組み、その姿勢は担当係長、ユニットリーダーまで波及が進んでいる。また、課題と

なっていた職員確保については、昨今の人材不足のあおりを受け直接雇用の職員獲得に苦慮し、派遣職員な

どを活用し体制維持に努めてきたため、年度を通じて派遣職員の比率が高い状態が続いていたが、年度後半

より直接雇用の職員比率が改善してきている。 

 

 

令和 6年度利用実績 

[長期入居利用実績] 全 29室 

 平均入居者 26.3名 稼働率 93.5％ 

月 平均利用者数 稼働率 月 平均利用者数 稼働率 

4月 27.3名 94.0％ 10月 26.8名 92.4％ 

5月 28.0名 96.6％ 11月 26.0名 89.7％ 

6月 28.0名 96.6％ 12月 27.5名 94.9％ 

7月 27.3名 94.0％ 1月 27.3名 94.2％ 

8月 27.3名 94.2％ 2月 25.5名 87.8％ 

9月 27.0名 93.1％ 3月 27.5名 95.0％ 
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[ショートステイ利用実績] 全１0室 

平均月延べ利用者数 308.9名  稼働率 101.6％ 

月 延べ利用者数 稼働率 月 延べ利用者数 稼働率 

4月 294名 98.0％ 10月 343名 110.6％ 

5月 291名 93.9％ 11月 351名 117.0％ 

6月 291名 97.0％ 12月 321名 103.5％ 

7月 310名 100.0％ 1月 293名 94.5％ 

8月 324名 104.5％ 2月 297名 106.1％ 

9月 328名 109.3％ 3月 264名 85.2％ 

 

 

 

抱優館南光台東各種委員会活動報告 

●リスクマネジメント委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員 

［開催実績］ 

 計７回（4、5、6、8、9、12、3月 第３木曜日）  

［本年度の取り組み］ 

・ 事故報告書作成の手順・再発防止策の効果の周知、情報の共有 

・ 離床センサー設定状況、ユニット内テーブル、椅子の定期点検の実施 

・ ヒヤリハットの共有、車椅子の点検のアナウンス 

・ 入浴機器のメンテナンス依頼 

・ 事故件数、ヒヤリハット件数の集計と事故報告内容の共有、予防策の検討 

・ 法定研修 

  第１回 「誤薬を防ぐための配薬の確認と服薬手順について」 

  第２回 「緊急時の対応/窒息」 

［振り返り］ 

毎月開催予定の委員会であるが、感染症蔓延による職員の勤務体制の問題のため開催できない月があった。

委員会からの必要な事項の周知、働きかけも十分ではなかった。次年度は定期的に委員会から発信できるよう活

動していきたい。 

事故報告は軽微なものも含めて報告、共有することで重大事故に繋がらないように努めた。事故報告件数は

213件（事故発生後、時間が経過してから報告された外傷等も含む）であり、前年度より 35件少ない報告であ

った。大きな事故としては、転倒事故による骨折が 2件、窒息事故が 1件あった。全体の統計では軽微なものも

含めて内出血、表皮剥離、切創などの外傷事故が 54.9%、移動時の転倒・しりもちの事故が 16.0％、車椅子や

ベッド等からのずり落ち・転落の事故が 11.3%の順で大きな割合を占めたが、投薬支援に関する誤薬、飲ませ

忘れ、落薬発見の事故についても 9.9%の報告があり、前年度と同じような統計結果となった。ヒヤリハット報告に

ついては、年間で 65件であり、前年度の 56件をやや上回った。事故は未然に防ぐという意識を職員全員が持

ち、各々が予知した危険を共有して対策を講じていけるよう発信していきたい。 
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●感染予防対策委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員 

［開催実績］ 

 計４回（4、7、10、3月 第２火曜日）  

［本年度の取り組み］ 

 ・洗浄ボトル、吸引ボトルの消毒法の変更とマニュアルの改正 

 ・感染ラウンドチェックの定期実施 

 ・風除室から館内へ面会スペースの変更、対面式面会の実施 

 ・コスト削減を含めた感染防護具選定の見直し 

 ・法定研修 

第１回 「食中毒予防研修」 ６月実施 

第２回 「感染対策必要物品持ち出し訓練」 ３月実施 

［振り返り］ 

  年明け 1月早々から施設内で感染アウトブレイクが発生し、最終的にはインフルエンザ A型に入居者 2名、 

職員 5名、新型コロナウイルスに入居者・利用者 11名、職員 12名が罹患した。インフルエンザに対しては坑イ

ンフルエンザウイルス剤の予防投与が功を奏し、最低限の感染者数で終息したが、コロナウイルスは生命力、感

染力が強く、終息するまでに 43日間を要した。感染した入居者は ADL、QOLの低下が著明であり、現場職員は

疲弊し、感染防護具等、必要物品のコスト代も嵩むといった負の連鎖を目の当たりにした。次年度は 

更に感染症を予防する体制を整備し、たとえ感染者が出現したとしても短期間で終息できるように、予防対策に

努めたい。 

 

●身体拘束・虐待防止・ケア向上委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員 

［開催実績］ 

 計５回（4、6、11、12、2月 第３火曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・制度改定に伴う虐待防止に関する委員会の持ち方や研修のあり方等の変更点確認 

・過去の集団指導、昨年度の運営指導の指摘事項の内容の情報共有 

・虐待には至らないが疑わしい事例（グレーゾーン）の洗い出し 

・委員会議事録のまとめ方の検討 

・法定研修 

身体拘束廃止 

第 1回 「身体拘束とは」 ７～８月実施 

第 2回 「身体拘束～専門職として知っておきたい視点～」 ２月実施 

虐待防止 

第 1回「実践 認知症ケア-目先の技術よりも大切なこと‐」７～８月実施 

第 2回「虐待防止・身体拘束廃止（適正化）研修 中級編」２月実施 
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［振り返り］ 

制度改定に伴い身体拘束廃止、虐待防止共に年 2回ずつの研修が求められるようになったため、今年度から

委員会の開催頻度を２ヶ月毎に変更した。研修に関しては年度当初に担当を割り振り、日ごろの支援の中で気に

なった事柄を題材にしたことで、より実践的な研修を実施することができた。また、昨年度から研修を担当制にし

たことで若手の職員も自分で考え、組み立て、研修を進めることができるようになってきた。一方、研修への取り組

み方や感じ方、捉え方に個人差があったため、研修の主たる目的や趣旨の伝え方に工夫が必要だと感じた。 

次年度も職員が学んだことを実践で活かせるような題材設定で研修を開催していきたい。また、日ごろ行ってい

る支援について、「もしかしたらこれは不適切なのでは？」と感じること、気付けることができる職員が増えるように

身体拘束廃止や虐待防止の重要性の認識を高め、浸透させていきたい。 

 

 

●栄養管理委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員 

［開催実績］ 

 計９回（4、5、6、7、9、10、11、2、3月 第１木曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・献立内容をもとに各ユニットの喫食状況を確認し、反省点、改善点等の意見交換 

・行事食の提供 

  春のお花見お弁当、母の日、父の日、土用の丑の日、お盆、お彼岸の精進料理、秋祭り（芋煮会/サンマの

炭火焼き）、敬老祝い膳、厨房デザートイベント（バイキング）、冬至南瓜、クリスマス行事食、年越しそば、

おせち料理、七草粥、節分献立、バレンタインデー、ひな祭り、お彼岸のお汁粉提供など 

・盛り付け方法、衛生管理（配膳時間、食事提供時間）についての周知 

・食中毒関連、ユニット内衛生管理について 

・夏場の水分補給強化について、水分ゼリーの準備・活用 

・ソフト食の充実に向けた使用食材の調整、検討の取り組み  

［振り返り］ 

 「ソフト食」は抱優館南光台東の“強み”となれるよう検討を重ねてきた。前年度と比較して形状は安定し、より良

いものの提供が可能となってきているが未だ完成には至っていない。今後も日々検討を重ね、さらに自信をもって

提供できるよう努力をしていきたい。 

献立内容は、月 1～2回程度新しい献立を取り入れ、食材も季節のものを活用し、低価格で栄養価が高く美味

しい食事の提供を心掛けてきた。しかし、今年度は食材高騰が相次ぎ、以前までは生野菜にこだわり仕入れてい

た葉物類も冷凍に頼らなければならない事態となった。そのため、理想としている食事の提供ができず、日々葛藤

しながらの業務となった。また、厨房職員の入れ替わりがあり、新任育成のため手作り提供にこだわっていた料理

も時間的都合で既製品にて代用することも多かった。今後は少しずつ以前のような家庭的な手作り献立を増やし、

利用者にとって、いつ“最後の食事”になっても後悔のないよう、自信を持って日々提供できる料理を目指す。 

  ユニットの衛生管理、温度管理面では指導が行き届かず不安な面が多々あった。来年度は初月より衛生につ

いて委員会内で話し合いを行うこととする。 
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●排泄・褥瘡予防委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員 

［開催実績］ 

 計１１回（4、5、6、7、8、9、10、11、12、2、3月 第４木曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・オムツ使用統計と排泄支援表を用いた尿量測定によるパッド使用方法の見直し 

・皮膚状態の報告と処置、対応、保湿の徹底 

・褥瘡予防のための初期報告、対策（クッションの使用・体位変換・処置） 

・ブレーデンスケールの個別評価による褥瘡発生高リスク者の把握 

・第１回研修 「パッドの特徴と正しい当て方」 ６月実施 

・第２回研修「褥瘡予防の基本的ケアとポジショニング」９月実施 

［振り返り］ 

昨年度に引き続き、パッドの見直しを委員会とユニット間で連携し繰り返し行った。どうしても大きめのサイズを

選定してしまう傾向にあるが、徹底した見直しにより極端な使い方を防ぐことができた。しかし、変更後の周知が徹

底されておらず、夜間使用しているパッドが違うなどの例が数名見られた。 

褥瘡については、10 月まで発生者はいなかったが、1 名が食事摂取量低下、体重減少拘縮の進行などにより、

11月より部分的に褥瘡が発生した。その後も体位変換やポジショニングおよび処置を行ってきたが、今年 1月に

コロナ感染症陽性となり、その他の部位にも褥瘡が発生し悪化傾向となったため皮膚科を受診する結果となった。

また、一時的でも体調不良で臥床の時間が長くなると、踵などに発赤が発生することがあった。注意と観察を掲げ

ても褥瘡が発生してしまったことは大きな課題として残った。 

研修は 2回実施したが、ユニット職員で参加できた人数が少なかった。結果を出せた点と課題が残った点を反

省し、来年度はひとつでも多くの良い結果を出せるよう取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

●行事企画・広報委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員、総務職員 

［開催実績］ 

 計９回（5、6、7、8、9、10、11、12、3月 第１月曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・4月 お花見ドライブ（ユニット毎）               ・10月 芋煮会・さんま（全体） 

・5月 母父の日イベント（ユニット毎）             ・11月 厨房イベント（全体） 

・6月 ラーメンの日（全体）                     ・12月 クリスマス会（ユニット毎） 

・7月 ユニットイベント                         ・1月 餅つき コロナのため中止 

・8月 ユニットイベント                         ・2月 節分 コロナのため中止 

・9月 敬老会（全体）                          ・3月 ひな祭り（ユニット毎） 
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［振り返り］ 

毎年恒例の全体イベントを継続して開催した他、5万円を年間予算としユニット毎の計画によるイベントを実施

した。結果として予算は過剰であったため来年度は 4万円へ変更する。また、ユニット内での予算残額の把握が

曖昧であったため、来年度に向け注意するよう周知を行った。11月の厨房イベントはスイーツバイキングを開催し

大変好評だった。 

 

 

 

●防災対策委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員、総務職員 

［開催実績］ 

 計４回（4、6、11、12月 第３火曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・消防・防災訓練の実施  

自主避難訓練  １１月実施 

  レスキューシートを使用した避難方法の自主研修  ３月実施 

・BCP（業務継続計画）の研修、訓練 

  BCP研修 １２月実施 

  BCP机上訓練 １２月実施 

・災害等緊急連絡用の LINEグループ作成 

［振り返り］ 

１回目の消防訓練では、パッケージ型消火設備についてのレクチャーを受けることができた。2回目については

レスキューシートの使用方法を自主研修という形で実施した。より早い避難ができるよう、寝たきりの方や職員 1

名での移乗が困難な方のベッドにレスキューシートを使用した。新入職員への研修、訓練も実施し、災害時の対応

について伝達した。 

BCPについては、研修で BCPの概要を学習したが、理解できていない部分が多くあった。まずは委員が BCP

の理解を深め、実態に即した対策を考え、研修、訓練を行っていきたい。 

緊急連絡用の LINEグループについては、作成したが参加の呼びかけが不十分であり参加していない職員が

多数いるため、今後参加を促していく。 

昨年の反省同様、エレベーター停止時の２階からの避難方法について、介助者ベルトなどのサンプルを試せな

かったため進めるとともに、自作スロープ等、他施設のアイデアも参考にしながら検討したい。 
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ヘルパーステーション東雲（訪問介護、介護予防・日常生活支援総合事業）事業実績報告 

 本年度は介護報酬の減額改定があり、利用件数・収入ともに伸び悩む状況からのスタートとなった。

また、新規対応を行いながらも、施設入所や長期入院となられる方が多くあった。一方で、8 月度に近

隣訪問介護事業所の事業廃止に伴い要介護者１名、総合事業利用者７名の引継ぎを受け、外部在宅利用

者のニーズの取りこぼしが無いよう対応を進めた結果、10月度より黒字転換することができた。 

 次年度もサービス提供可能日時を随時発信し、新規利用者を獲得し事業収入の安定化を目指す。引き

続き、感染症対策を実施しながら利用者が安心安全に自立した生活を営むことができるように、多様な

ニーズへの迅速な対応に向け、関係機関と連携を図りサービスの提案提供を行っていく。 

 

 

令和６年度利用実績  

訪問介護（サービス付き高齢者向け住宅東雲入居者）  

 要介護 1 2 3 4 5 合計 

４月 11名 4名 2名 2名 0名 19名 

５月 11名 4名 1名 1名 0名 17名 

６月 11名 4名 1名 1名 0名 17名 

 ７月 10名 4名 1名 1名 0名 16名 

 ８月 11名 3名 3名 1名 1名 19名 

 ９月 11名 3名 3名 1名 0名 18名 

１０月 11名 4名 2名 2名 0名 19名 

１１月 9名 5名 2名 2名 0名 18名 

１２月 10名 6名 2名 2名 0名 20名 

 １月 10名 5名 2名 3名 0名 20名 

２月 10名 4名 3名 3名 0名 20名 

３月 11名 4名 3名 3名 0名 21名 

年間延人数  224名  月平均  18.6名 
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訪問介護（在宅利用者） 平均介護度 

 要介護 1 2 3 4 5 合計 

４月 1名 1名 2名 0名 0名 4名 

５月 1名 1名 2名 0名 0名 4名 

６月 1名 1名 2名 0名 0名 4名 

 ７月 1名 1名 2名 0名 0名 4名 

 ８月 1名 2名 1名 0名 0名 4名 

 ９月 2名 2名 0名 0名 0名 4名 

１０月 3名 2名 0名 0名 0名 5名 

１１月 2名 2名 0名 0名 0名 4名 

１２月 2名 2名 0名 0名 0名 4名 

 １月 2名 2名 0名 0名 0名 4名 

２月 2名 2名 0名 0名 0名 4名 

３月 2名 2名 0名 0名 0名 4名 

年間延人数  49名  月平均  4.1名 

 

 

介護予防・日常生活支援総合事業（サービス付き高齢者向け住宅東雲入居者）  

 事業対象者 要支援１ 要支援 2 合計 

 ４月 0名 3名 2名 5名 

 ５月 0名 3名 2名 5名 

 ６月 0名 3名 2名 5名 

 ７月 0名 3名 2名 5名 

 ８月 0名 3名 2名 5名 

 ９月 1名 5名 2名 8名 

１０月 1名 4名 2名 7名 

１１月 1名 4名 2名 7名 

１２月 1名 4名 2名 7名 

 １月 1名 3名 2名 6名 

 ２月 1名 3名 2名 6名 

 ３月 1名 2名 2名 5名 

年間延人数  71名  月平均  5.9名 
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介護予防・日常生活支援総合事業（在宅利用者） 

 事業対象者 要支援１ 要支援 2 合計 

 ４月 2名 4名 2名 8名 

 ５月 2名 6名 2名 10名 

 ６月 2名 5名 3名 10名 

 ７月 2名 6名 3名 11名 

 ８月 2名 7名 4名 13名 

 ９月 2名 7名 7名 16名 

１０月 2名 6名 8名 16名 

１１月 2名 6名 7名 15名 

１２月 2名 6名 6名 14名 

 １月 2名 6名 6名 14名 

 ２月 2名 6名 6名 14名 

 ３月 1名 4名 6名 11名 

             年間延人数  152名  月平均  12.7名 

令和６年度サービス提供割合 

訪問介護 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

身体介護 416回 80.3％ 459回 82.3％ 437回 82.3％ 453回 81.9％ 541回 83.7％ 551回 83.9％ 

身体生活 20回 3.9％ 12回 2.2％ 17回 3.2％ 18回 3.2% 17回 2.6％ 31回 4.8％ 

生活援助 82回 15.8％ 87回 15.5％ 77回 14.5％ 82回 14.9% 89回 13.7％ 74回 11.3％ 

乗降介助   0回   0 ％ 0回 0％ 0回 0％  0 回   0％  0 回  0 ％  0 回   0％ 

合  計 518回 558回 531回 553回 647回 656回 

 

 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

身体介護 563回 80.7％ 587回 82.6％ 654回 84.3％ 681回 84.6％ 660回 85.4％ 592回 82.5％ 

身体生活 33回 4.7％ 30回 4.2％ 32回 4.2％ 27回 3.3％ 28回 3.7％ 31回 4.3％ 

生活援助 102回 14.6％ 94回 13.2％ 90回 11.5％ 97回 12.1％ 85回 10.9％ 95回 13.2％ 

乗降介助   0回    0％  0 回   0％  0 回   0％  0 回 0 ％  0 回   0％  0 回   0％ 

合  計 698回 711回 776回 805回 773回 718回 

 年間訪問回数  7,944回  内訳）身体介護   6,594回   身体生活  296回 

生活援助   1,054回    乗降介助   0回  

平均訪問回数   662回  内訳）身体介護   549回   身体生活   24回 

生活援助     87回   乗降介助     0回 

 

日常生活支援総合事業 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

総合事業 68回 78回 81回 82回 113回 134回 130回 124回 115回 111回 109回 104回 

 年間訪問回数 1,249回  平均訪問回数 104回 
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内部研修報告 

開催日 研修内容 

4/17 業務継続計画（BCP） 

5/15 緊急時対応 

6/19 接遇・マナー 

7/24 法令順守 

8/21 医学的知識と応急処置 

9/9 認知症 

10/9 プライバシー保護 

11/20 事故発生又は再発防止 

12/11 感染症対策 

1/15 訪問介護とは・介護技術（生活援助） 

2/12 高齢者虐待 

3/19 令和 6年度振返り 

  

外部研修報告 

・認知症実践者リーダー研修  

・介護施設管理者講座（12/13・1/17・3/7） 

 

 

 

ホームヘルパーステーション東雲（障害者自立支援・居宅介護） 事業実績報告 

 令和元年 11 月 2 日以降、稼働実績は無い。事業所としては、ヘルパーステーション東雲と兼任業務

となるため、対応可能な曜日・時間帯を相談支援事業所へ案内し利用者の獲得に努める。 

 

令和 6年度利用実績 なし 

 障害者自立支援 ※令和元年 11月 2日を最後にサービス利用終了。 

 

 

ケアプランセンター東雲 事業実績報告 

 本年度も、市町村の主催する連絡会、各職能団体が主催する勉強会、事例検討会、研修へ積極的に参

加した。また、近隣の包括支援センターや医療機関からの新規対応を積極的に行った。 

 令和 3年 6月以降現在の 3名体制になり、令和 6年度は年間を通じて事業収入の目標を達成すること

ができた。3 名の担当件数が均等になったことや、困難な事例も含めて 3 名で対応できる力がついてき

ていることが要因に挙げられる。 
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令和 7 年度も引き続き、特定事業所として支援困難ケースへの積極的な対応や、専門性の高い人材の

確保、質の高いケアマネジメントを実施し、地域におけるケアマネジメントの質の向上に資することが

できるよう、職員一人一人が自己研鑽し、地域とつながり、選ばれる事業所となることを目指す。 

 

 

令和６年度 利用者実績 目標担当件数 105件（1人辺り 35件）  平均担当件数  102.6件 

 要介護 1 2 3 4 5 合計 要支援 
担当 

件数 

4月 39件 25件 13件 6件 8件 91件 23件 103件 

5月 41件 22件 14件 5件 10件 92件 25件 105件 

6月 42件 23件 14件 5件 10件 94件 24件 106件 

7月 42件 23件 12件 5件 8件 90件 24件 102件 

8月 47件 22件 11件 4件 11件 95件 24件 107件 

9月 42件 23件 9件 3件 9件 86件 26件 99件 

１０月 43件 23件 7件 3件 10件 86件 25件 99件 

１１月 40件 21件 9件 8件 10件 88件 26件 101件 

１２月 39件 23件 9件 6件 9件 86件 26件 99件 

１月 43件 22件 9件 7件 9件 90件 25件 103件 

２月 42件 20件 11件 7件 8件 88件 23件 100件 

３月 36件 22件 18件 6件 8件 96件 22件 107件 

（要支援認定者は 2名で 1件とする） 

 

 

会議・研修等受講報告  

受講月日 研修名 実施主体 

5/16 

 

5/25 

新課題分析標準項目 

 

意思決定支援 

利府町地域包括支援センター 

宮城県ケアマネジャー協会 塩釜支部 

宮城県ケアマネジャー協会 

6/21 身体拘束及び虐待防止 すだちの里 

7/12 成年後見制度 宮城県ケアマネジャー協会 塩釜支部 

9/26 訪問看護の役割や専門性 
宮城県ケアマネジャー協会 塩釜支部・ 

宮城県塩釜保健所共催 

10/25 ヤングケアラー支援 塩釜市北部 2地区包括支援センター 

11/15 

11/18 

 

多職種勉強会 関わりの事例 

塩釜市介護予防のための地域ケア個

別会議 

宮城県ケアマネジャー協会 塩釜支部 

塩釜市（渡邉事例提供） 

 

12/17 福祉サービスの苦情に関する研修会 宮城県社会福祉協議会 

2/12 

2/14 

難病支援 

医療と介護の連携 

仙台保健福祉事務所 

宮城県塩釜医師会、仙塩地区 2市 3町 

3/21 認知機能のアセスメント 宮城県ケアマネジャー協会 塩釜支部 
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 令和６年度居宅介護支援事業所巡回相談（実施主体：塩釜市） 

2/19           

塩釜市北部 1地区地域包括支援センター主催 藤倉フレンドリーカフェ 

 4/10、5/8、7/10、9/11、10/9、12/11、2/12、3/12 

塩釜市北部 2地区地域包括支援センター主催 楓町カフェ 

 3/17 

塩釜市北部 1地区地域包括支援センダー主催 事業所連絡会 

 6/25、10/22、12/24、2/25 

七ヶ浜町地域包括支援センター主催 ケアマネジャー等連絡会 

 5/17、7/19、10/18、11/15、1/17、3/21 

多賀城市主催 ケアマネジャー連絡会議 

 5/13、10/28、11/21、12/19、1/29 

塩釜市介護支援専門員等研修会/サービス提供事業者連絡会 

5/16、7/23、8/30、3/17 

他法人と協同での事例を扱った勉強会・研修（萩の里介護支援センター、アークケア清楽苑） 

 6/19、10/9、2/13 

毎月 1日  事業所内ミーティング・研修 

毎週木曜日 事業所内情報伝達会議 

 

 

サービス付き高齢者向け住宅東雲 事業実績報告 

 本年度も感染症対策を実施しながら、稼働率の向上に重点を置いた一年となった。新規入居者獲得の

ために随時空室情報を発信し、関係機関への営業に加えオンライン見学への対応を行ったが、入居者紹

介会社を介しての相談が多かった。10 月度より稼働率も上昇し、満床にて今期を終えたが、ホームペー

ジの活用や情報発信の仕方に課題が残った。 

 また、物価高騰の影響により、本年度も 10 月に利用料金の改定を実施した。既存の入居者・ご家族

等へ説明を行い、料金改定が理由で退去される方は無かった。 

 令和 7 年度も稼働率の維持向上のため、速やかな入退去を実施するとともに、入居される方がプライ

バシー保護のもとで快適な個別生活が送ることができるよう対応していく。 

 

令和６年度利用実績 

 全 30室 目標稼働率 93.3％ 平均稼働率 93.8％ 

月 稼働居室数 稼働率 月 稼働居室数 稼働率 

４月 27/30室 90.0％ １０月 29/30室 96.7％ 

５月 26/30室 86.7％ １１月 29/30室 96.7％ 

６月 25/30室 83.3％ １２月 30/30室 100.0％ 

７月 26/30室 86.7％  １月 29/30室 96.7％ 

８月 28/30室 93.3％  ２月 30/30室 96.7％ 

９月 29/30室 96.7％  ３月 30/30室 96.7％ 
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 行事開催状況 

4/11 漏電検査   4/18消防訓練 

5/13 エレベーター年次点検 

7/ 8 消防機器点検  7/18 塩釜消防署 立入検査 

11/19 消防訓練実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアプランセンター抱優 事業実績報告 

今年度も職員体制１名での事業展開となった。一人事業所のため、特別養護老人ホーム抱優館八乙女

職員の協力も受けながら、利用者への連絡や関係各機関との連携対応を行った。また、研修や関係各機

関の会議等に参加し、ネットワークづくりに取り組んだ。 

 

［令和６年度実績件数］ 

  要介護 要支援 担当 新規 終結・入院 

４月 37 4 41 4 3 

５月 34 4 38 0 3 

６月 33 4 37 0 1 

７月 31 4 35 2 4 

８月 30 4 34 0 1 

９月 29 5 34 2 2 

１０月 29 6 35 1 0 

１１月 25 6 31 0 4 

１２月 24 6 30 0 1 

１月 23 6 29 0 1 

２月 19 6 25 0 4 

３月 19 6 25 0 0 

 

事業としては、令和７年３月末日をもって終了している。 
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やまとみらい八乙女保育園 事業実績報告 

令和 6 年度は定員 19 名のところ 0歳児 1 名、1 歳児 7 名、2 歳児 8 名、計 16 名でスタートし、7 月に 2

名、9月に 1名の 0歳児が加わった。8月末に 2歳児 1名が幼稚園に転園のため退園し、1名枠が空いたまま

であったが、その後の退園児はなくほぼ安定した運営となった。 

職員全員で在園児全員を見守る保育体制も軌道に乗り、職員間の「子ども主体の保育」を目指す姿勢が一丸

となった。また、保育の学びとして外部研修に参加し、互いに報告し共有を行い、保育現場に積極的に取り入れ、

質の向上を目指すチームづくりを行なった。 

新しい情報発信としてインスタグラムを開設したが、更新が滞ることがあった。次年度は更新頻度を上げ当園の

アピールとなる努力をしたい。 

今後も、園児、保護者が安心して過ごせる保育を継続していくために職員のスキルアップを図り、選ばれる保育

園を目指していきたい。 

 

 

［令和６年度利用実績］ 定員 19名 

    月 
入園児数（一時預かり利用数） 退園児数 

合計 
0歳児 1歳児 2歳児 0歳児 1歳児 2歳児 

4月 1 7 8 0 0 0 16名 

5月 1 7 8 0 0 0 16名 

6月 1 7 8 0 0 0 16名 

7月 3 7 8 0 0 0 18名 

8月 3 7 8 0 0 0 18名 

9月 4 7 7 0 0 1 18名 

10月 4 7 7 0 0 0 18名 

11月 4 7 7 0 0 0 18名 

12月 4 7 7 0 0 0 18名 

1月 4 7 7 0 0 0 18名 

2月 4 7 7 0 0 0 18名 

3月 4 7 7 0 0 0 18名 
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［各種会議開催状況］ 

保育園全体の連携や各職種連携のため、次の会議を開催し業務の改善を図った。 

会議名 議題 開催日 構成メンバー 

職員会議 

保育・個別状況報告、 

行事反省、次月予定、 

課題提起・検討、情報・意識

の共有 

4/10  5/8  6/11  

7/5  8/5  9/3 10/16 

11/14  12/13  1/9 

2/12  3/10 

園長、保育士、 

保育従事者、 

栄養士、調理員 

 

クラス会議 

 

週の活動計画 

月の活動計画 

課題提起、検討 

週計画…毎週金曜日 

月の計画…毎月 1回 
保育士 

給食会議 
現状報告、情報連絡、 課題

提起・検討 

4/22  5/24  6/20 

7/20  10/30  11/12 

12/16  1/12  2/19 

3/11 

園長、保育士、 

栄養士、調理員 

 

 

 

［各種外部会議・行政主催研修・各種セミナー等参加状況］ 

保育のスキルアップや情報交換、小規模保育制度の理解を深めるため、以下の研修等に参加した。 

開催日 名称 参加者 主催者 

5/16 施設長研修 園長 仙台市こども未来局 

6/13 アーチル・運営支援課合同研修 保育士 仙台市こども未来局 

8/21 リーダー的保育士研修 保育士 仙台市こども未来局 

9/5 施設長研修 園長 仙台市こども未来局 

9/24 特別支援保育研修 保育士 仙台市子供未来局 

9/25 中堅保育士研修 保育士 宮城県保育協議会 

9/30 栄養士研修 栄養士 仙台市子供未来局 

12/26 こどもの自己肯定感を育む研修会 保育士 泉区保健センター 
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年間行事 

月 日 内容 

4 

23 園児健康診断 

24 進級・入園お祝い会 

25 避難訓練及び消火訓練 

5 

15 避難訓練及び消火訓練 

21 防犯訓練 

22 クラス懇談会・0歳児 

28 クラス懇談会・1歳児 

6  
4 クラス懇談会・2歳児 

12 避難訓練及び消火訓練 

7 
7 七夕会 

12 避難訓練及び消火訓練 

8 
5 夏祭り 

22 避難訓練及び消火訓練 

9 
4 避難訓練及び消火訓練 

20 親子ふれあい運動会 

10 

8 芋煮会 

17 避難訓練及び消火訓練 

17 園児健康診断 

31 ハロウィン 

11 

 

6 防犯訓練 

12 避難訓練及び消火訓練 

12 
5 避難訓練及び消火訓練 

24 クリスマス会 

1 

24 避難訓練及び消火訓練 

27 クラス懇談会・0歳児 

29 クラス懇談会・1歳児 

2 

2 豆まき会 

6 クラス懇談会・2歳児 

20 避難訓練及び消火訓練 

3 

3 ひな祭り会 

22 卒園式（そら組） 

24 避難訓練及び消火訓練 

27 そら組お楽しみ会 
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やまとみらい南光台東保育園 事業実績報告 

  令和 6 年度は定員６０名に対し６1 名でスタートし、その後７月に 5 歳児 1 名の入園があり、年度末まで在園

児数６2名で運営してきた。 

園児定着を目標として、特徴ある行事や保育を行い「卒園まで預けたい保育園」を目指した。外部講師による

カリキュラムの導入についても、園児の生き生きとした姿を大切にし内容の見直しを行いながら、より良い形で定

着している。保護者の方々にも行事や様々な面で高評価を頂き、「きょうだい入園希望」だけで令和 8 年度までほ

ぼ定員を満たす見込みとなっている。また、見学者では、在園児の保護者からの紹介も増えている。「働きやすい

環境」により職員も定着し、「質の良い保育」「安定した保護者対応」、そして「園児定着」へつながっていると感じ

ている。 

保育の質の向上を目指し全職員が 1 回以上の外部研修を受け、内部研修会も内容を吟味し、職員全員で実

りある研修を行うことができた。また、3 年連続で専門技術向上支援事業の先生を招き、園内で撮影した保育状

況をもとにアドバイスを受け、保育の見直しと改善を行った。担任のみにとどまらず、職員全体で園児へのかかわ

り方を考え、小学校入学へとつなげていった。 

総合避難訓練と総合防犯訓練については消防署や警察署の協力を得て行い、緊張感のある訓練が実施でき

ている。また、園児の運動能力の向上・見守り・環境整備に努め、年々怪我の件数が減っており、令和 6 年度は通

院を要する怪我が０件だった。今後も、安心で安全な保育に努めていく。 

 

 

［令和６年度利用実績］  定員６０名 （合計人数は各月 1日付人数） 

月 
入  園  児  数 退園児 

（入） 
合計 

０歳児 1歳児 ２歳児 ３歳児 4歳児 ５歳児 

4月 6 11 12 12 10 10 0 61名 

5月 6 11 12 12 10 10 0 61名 

6月 6 11 12 12 10 10 0 61名 

7月 6 11 12 12 10 11 （1） 62名 

8月 6 11 12 12 10 11 0 62名 

9月 6 11 12 12 10 11 0 62名 

１０月 6 11 12 12 10 11 0 62名 

１１月 6 11 12 12 10 11 0 62名 

１２月 6 11 12 12 10 11 0 62名 

1月 6 11 12 12 10 11 0 62名 

2月 6 11 12 12 10 11 0 62名 

3月 6 11 12 12 10 11 0 62名 
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［各種会議開催状況］ 

保育園全体の連携や各職種連携のため、次の会議を開催し業務の改善を図った。 

会議名 議題 開催日 構成メンバー 

職員会議 

保育現状報告 

意識の共有 

行事計画・反省 

課題提起・検討 

4/25 5/23 6/24 7/27 

8/28 9/27 10/28 11/26 

12/23 1/20 2/25   3/27 

園長、主任、 

保育士、栄養士 

リーダー会議 

部分会からの検討 

情報連絡 

課題提起・検討 

※行事検討など随時開催 
園長、主任、 

リーダー 

 

以上児・未満児

ミーティング 

現状把握・共有 

課題提起・検討 

指導計画・反省 

個別指導計画・反省 

行事計画・反省 

※行事検討など随時開催 各クラス担任 

給食会議 

現状報告・食育計画 

情報連絡 

課題提起・検討 

4/25 5/21 6/20 7/18 

8/22 9/20 10/30 11/20 

12/19 1/23  2/18  3/18 

園長、主任、 

栄養士、リーダー 

各クラスの代表 
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［各種外部会議・行政主催研修参加状況］ 

※保育のスキルアップや情報交換、保育制度の理解を深めるため、以下の研修等に参加 

研修日 名称 参加者 主催者 

5/31 初認保育士研修会 保育士 仙台市保育所連合会 

6/13 アーチル合同研修会 保育士 こども若者局 

6/18 保育所長研修会 園長 仙台市保育所連合会 

6/26 初認保育士研修会 保育士 仙台市保育所連合会 

7/19 特別支援保育研修会 保育士 仙台市保育所連合会 

7/4 乳児保育研修会 保育士 仙台市保育所連合会 

7/26 中堅保育士研修会 保育士 仙台市保育所連合会 

8/8 給食担当者研修会 調理師 仙台市保育所連合会 

9/26 所長研修会 園長 仙台市保育所連合会 

9/3、10 主任保育士研修会 主任 仙台市保育所連合会 

9/6 栄養士研修会 栄養士 仙台市保育所連合会 

9/18 アーチル研修会 保育士 こども若者局 

10/8 児童文化講座 保育士 宮城県子ども総合センター 

10/16 食物アレルギー研修会 栄養士 仙台市 

10/21 所長研修会 園長 仙台市私立保育園 

11/1 主任保育士研修会 主任 仙台市私立保育園 

11/14 リトミック研修会 保育士 仙台市私立保育園 

11/15 感染拡大予防研修会 保育士 泉区保健福祉センタ 

11/16 講演会 保育士 仙台市保育所連合会 

11/18、12/5、19 キャリアアップ研修 保育士 仙台市 

12/17 苦情解決研修会 保育士 社会福祉協議会 

11/7、19、22、1/6 キャリアアップ研修 保育士 宮城県（ポピンズ） 

1/8 中堅保育士研修会 保育士 仙台市私保協 

 

 

 

［園内研修会］ 

実施月 研 修 名 対象者 担当 

３.４月 

保護者アンケート調査を参考にした取り組み 

新年度の目標について 

秘密保持周知/個人情報の取り扱い/虐待防止 

保育士 園長 

5月 AED・救命救急研修 保育士・調理員 リコージャパン 

6月 スーパーバイズ研修（１回目） 保育士 スーパーバイザー 

9月 スーパーバイズ研修（２回目） 保育士 スーパーバイザー 

11月 アレルギー・エピペン研修 保育士 東北大学クリニカル 

12月 スーパーバイズ研修（３回目） 保育士 スーパーバイザー 

1月 動画視聴研修（食育について） 保育士 主任 

2月 人権擁護・児童虐待の早期発見と職員による虐待の禁止 保育士 園長 
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［令和 6年度 年間行事］ 

月 日 内容 

4 
9 避難訓練＆消火訓練 

25 進級・入園おめでとうの会（フォトコーナー：1 ヶ月） 

5 

1 園児健康診断 

8 避難訓練＆消火訓練 

9 ★4・５歳児親子遠足 

27 防犯訓練 

31 誕生会    

28 ★懇談会 きりん 

30 ★懇談会 ひつじ・こあら 

6 

11 避難訓練＆消火訓練 

5 ★懇談会 うさぎ 

6 ★懇談会 りす・らいおん 

20 歯科健診 

27 誕生会 

7 

5 七夕誕生会 

9 避難訓練＆消火訓練 

27 ★夏祭り 

8 
6 避難訓練&消火訓練 

29 誕生会 

9 

20 敬老の日（抱優館南光台東へ歌のプレゼント） 

26 誕生会 

17 総合避難訓練＆消火訓練（消防署・宮城ノーミ協力） 

10 

19 ★運動会  

31 ハロウィン誕生会 

23 園児健康診断 

8 避難訓練＆消火訓練 

11 

27 総合防犯訓練（警察署協力） 

28 誕生会  

30 避難訓練＆消火訓練 

12 

17 クリスマス会 

19 誕生会 

11 避難訓練＆消火訓練 

1 

  

15 ★保育参観・懇談会 ひつじ・こあら 

21 ★保育参観・懇談会 りす・らいおん 

22 ★保育参観・懇談会 きりん 

29 ★保育参観・懇談会 うさぎ 

30 誕生会 

7 避難訓練＆消火訓練 
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2 

3 豆まき会 

8 避難訓練＆消火訓練 

27 誕生会 

3 

3 ひな祭り誕生会 

26 避難訓練＆消火訓練 

15 卒園式 

19 お別れ会 

★印は、保護者参加の行事 

 

 

 

［カリキュラム実施］ 

０歳児 音楽リズム・英語 

１歳児 音楽リズム・英語 

２歳児 音楽リズム・英語 

３歳児 音楽リズム・体操・英語 

４歳児 体操・英語・かがくタイム 

５歳児 体操・英語・かがくタイム 
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オルタ八乙女［自立訓練(生活訓練)・就労移行支援・就労定着支援］ 事業実績報告書 

令和 6 年度は、訓練プログラムの見直し、関係機関との連携、機関誌の発行、HP の更新、SNS の発

信、訪問などに継続して取り組み、その結果、昨年度の利用実績を大幅に上回り、目標にしていた事

業収入も達成することができた。次年度も活動内容の見直しや必要な取り組みを行い、目標どおりの

事業収入を達成できるよう目指していく。 

就職活動支援についても、昨年度以上の就職者と就労定着者の実績を出すことができた。令和 7 年

度も継続して就職者数と就労定着の実績を保ち、終了者と新規利用者の安定したサイクル運営を目指

し取り組んでいく。 

課題として、事業内容や利用実績が増えたことで業務量の増量や複雑化が進み、職員の業務負担が

増えている。業務の効率化や役割分担、増員など、職員が安心して働けるよう業務負担の軽減や環境

づくりを行うことが必要になる。 

今後も自立訓練(生活訓練)と就労移行支援における支援内容の連携とプログラムの充実化を図り、

就労定着の実績継続、法人内連携等を進め、多様化するニーズへ対応し、利用される方や地域に必要

とされるサービスや事業内容のための検討を行い、職員も安心して働けるよう、安定した事業運営を

目指して業務に努めていく。 

 

[令和６年度利用実績] 

就労移行 定員 10名 

目標：1日平均利用 10.0名 / 実績：１日平均利用 11.8名 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

開所日 22 22 21 23 22 20 23 21 22 20 19 20 

契約者 13 11 12 12 14 14 14 14 14 13 13 13 

就労アセス     13 20 8 11 3    

延べ利用者 255 201 217 247 278 307 311 250 262 235 220 223 

1日平均利用 11.6 9.1 10.3 10.7 12.6 15.4 13.5 11.9 11.9 11.8 11.6 11.2 

同行支援 29 15 9 13 10 18 18 22 15 8 10 4 

支援会議 2 2   1  1 1 1 1 1 4 

見学者 4 2 2 1 1 3 1 1  1 4 4 

体験者 1 3 1     1 1  2 1 

新規契約 2 1 1  2    1    

就職者 3       1  1  1 

就労定着者 

(6ヶ月以上) 
     1 2 2     

利用終了者             

内(自立訓練)             

(他支援機関)             
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自立訓練(生活訓練) 定員 10名 

目標：1日平均利用 2.5名 / 実績：1日平均利用 4.1名 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

開所日 22 22 21 23 22 20 23 21 22 20 19 20 

契約者 4 4 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5 

延べ利用者 70 65 108 110 97 93 114 87 83 65 71 79 

1日平均利用 3.2 3.0 5.1 4.8 4.4 4.7 5.0 4.1 3.8 3.3 3.7 4.0 

同行支援 2 3  5 3 9 7 5 3 4 4 5 

支援会議  3  1 1    1   2 

見学者   1 1  1  1 2   2 

体験者 2     1 1   1 1 1 

新規契約 2  3          

利用終了者  1     1      

内(就労移行)             

(他支援機関)             

  (その他)  1     1      

 

 

 

 

 

就労定着 定員 20名 

目標：契約利用者月平均 12.2名 / 実績：契約利用者月平均 13.2名 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

契約者 14 14 14 13 11 11 13 15 14 13 13 13 

定着支援 66 74 63 67 68 60 76 76 61 77 35 30 

内(会社訪問) 7 8 5 3 4 3 8 3 4 7 2 2 

(面談、行事) 14 14 10 9 9 12 15 15 13 11 12 10 

(連絡対応等) 45 51 46 50 55 44 53 55 40 55 17 14 

(支援会議)  1 2 5  1  3 4 4 4 4 

新規契約      1 2 2     

利用終了者   1 2 1   1 1    

内(利用満了)   1 2 1   1 1    

(離職)             

 

 

 

 

 

 

 

 



                                         

34 

[各種会議開催状況] 

外部会議・研修 

日 時 研 修 内 容 主  催 

5/21 
泉区障害者自立支援協議会実務者ネットワーク会議 

（情報交換） 
泉区自立支援協議会 

5/27 虐待防止・身体拘束適正化セミナー(オンライン) 一社)全国介護事業者連盟 宮城支部 

6/20 第 20回仙精連大運動会実行委員 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

6/27 マイタイムライン作成講座 仙台市危機管理局減災推進課 

7/5 
第２回就労移行支援事業所等連絡協議会 

(宮城障害者職業センターの業務説明) 
仙台市障害者就労支援センター 

7/10 第 20回仙精連大運動会実行委員 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

7/16 
泉区障害者自立支援協議会実務者ネットワーク会議 

(情報交換) 
泉区自立支援協議会 

7/29 BCP策定(自然災害)・法定研修セミナー(オンライン) 一社)全国介護事業者連盟 宮城支部 

7/30 ほのぼのシリーズ オンライン相談会 NDソフトウェア㈱ 仙台営業所 

8/2 
精神保健福祉スキルアップ研修 

(知的障害のある方への対応を学ぶ) 
仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

8/28 高次脳機能障害支援者ステップアップ研修 ウェルポート仙台 

9/6 第 3回就労移行支援事業所等連絡協議会(事例検討) 仙台市障害者就労支援センター 

10/17 第 4回就労移行支援事業所等連絡協議会(事例検討) 仙台市障害者就労支援センター 

11/1 就労系サービス在り方セミナー 全国就労移行支援事業所連絡協議会 

11/19 
泉区障害者自立支援協議会実務者ネットワーク会議 

(当事者の声を聴こう！) 
泉区自立支援協議会 

11/28 令和 6年度成人家族教室(就労について) 
仙台市発達相談支援センター(アーチ

ル)/仙台市自閉症相談センター 

12/17 福祉サービスの苦情解決に関する研修会 宮城県社会福祉協議会 

1/21 
泉区障害者自立支援協議会実務者ネットワーク会議 

(よめごと企画会議) 
泉区自立支援協議会 

2/4 
アーチル発達障害成人期講座(就労編)発達特性のある学

生等への自己理解支援を考える 

仙台市北部発達相談支援センター・ 

仙台市南部発達相談支援センター 

3/13 
令和 6年度就労選択支援に係るモデル事業報告会 

(オンライン) 
厚生労働省 

 

 

内部会議 

会議名 議 題 開催日 構成メンバー 

ケース共有 
・訓練状況、利用者の情報共有および対応の検討 

・業務連絡、翌日の予定の確認 

毎日 

17:00～17:30 
全職員 

職員会議 

・カリキュラム調整、運営、役割分担、日程調整 

・支援方法、情報、意識の摺合せ 

第 1（水）  

15:00～16:00 
全職員 

・個別支援計画、ケース検討 
最終（水） 

13:30～15:30 
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ワインフォレスト七ツ森 事業実績報告 

 ワインフォレスト七ツ森は事業開始から 5年 6か月が経過した。令和 5年 6月に仙台市泉区実沢地内

に事業所を移転し事業を実施してきたが、仙台市の監査にて地上権登記について指摘があったことを受

け、地権者との交渉を行い是正に向けた努力を行った。しかしながら、地権者の合意が得られず是正が

困難となり、令和 7年 5月 1日、仙台市青葉区川平 4丁目地内に再移転することとなった。 

昨年度末に 5 名の方が一般就労開始となり、今年度は 16 名でのスタートとなったが、各相談支援事

業所と連携し、令和 6 年度は新規契約者が 10 名あり、うち 9 名が定着し現在も利用を継続されており、

令和 7 年 3 月末時点で 25 名の利用者が在籍している。また、当事業所の取組みに興味を持っていただ

いた支援学校・相談支援事業所から多数の実習生の受入れを行っている。 

就労支援事業では、自主事業として薪や炭の製造・販売などの作業を利用者に提供してきた。また、

法人内施設での清掃作業・施設整備作業、他医療法人での受託清掃作業、事業所内では日中活動の場と

して利用者個々のニーズに沿った所内での軽作業を継続するなど、利用者の障害特性に応じて作業の選

択肢の拡大に繋げることができた。 

 今後、利用者の登録数や委託業務が増える中で、職員一人一人のスキルや利用者それぞれの特性に合

わせた支援体制を整えることが一層必要となる。全ての利用者に対して職員全員が支援の目標を共有し、

支援スキルや知識の向上を図っていく。 

 

 

［令和６年度利用実績］  定員 20名 

 

（1）利用登録者数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

16人 19人 23人 24人 25人 24人 24人 24人 24人 25人 25人 25人 

 

（2）地区別登録者数 

大和町 大郷町 富谷市 仙台市 合計 

10人 1人 6人 8人 25人 

 

（3）サービス区分毎年齢別登録者数 

15~19歳 20~29歳 30~39歳 40~49歳 50歳~ 合計 

1 人 10 人 2 人 4 人 8 人 25 人 
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（4）利用者稼働状況 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

最大利用日数/月 22日 26日 24日 24日 22日 23日 26日 23日 23日 25日 24日 26日 

 事業所 

合計 
440人 520人 480人 480人 440人 460人 520人 460人 460人 500人 480人 520人 

就労継

続支援

B型 

延べ 

利用者数 
257人 301人 325人 367人 336人 336人 371人 373人 376人 381人 341人 384人 

 

 

 

[各種会議開催状況] 

 

内部会議 

会議名 議 題 開催日 構成メンバー 

運営会議 
収支報告、当月の予定、事業計画に対する進捗の 

報告、施設運営の情報連絡 
毎月 1回 

理事長、本部職員、

フォレスト職員 

ケース共有 
・支援状況、利用者の情報共有および対応の検討 

・業務連絡、翌週の予定の確認 
毎月 1回 全職員 

職員会議 

・当月（翌月）の予定の確認 

・各種業務の調整、運営、役割分担等 

・ケース検討（随時） 

・工賃の確認と検討（3ヶ月に 1回） 

・支援方法、情報、意識の摺合せ 

 

毎月 1回 

 

全職員 

 

 

[行事開催状況] 

 ・令和 6年 10月 バーベキュー大会・芋煮会開催 

 ・令和 7年 3月  利用者慰労会・送別会開催 
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事業報告の付属明細書 

 

令和６年度の事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当する事項はありません。 

 

社会福祉法人やまとみらい福祉会 

理事長 早坂 了悦    

 


